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寸法　210×100×120

寸法　190×190×100,120,150
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1.　仕様
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① 塀 ②バルコニー手摺壁 ③帳壁

２ｍ以下とする
施行令62条の8に準ずる

１．１ｍ以上 とする
施行令126条第1項に準ずる

３．５ｍ以下

鉄
筋
ピ
ッ

適用部位

高さ

鉄筋

縦筋

横筋

９０角　a　300以下　バルコニーは　a　200以下

１４０角　a　300以下

１９０角　a　200以下

２１０×１００　a　330以下 バルコニーは　a　220以下

Ｄ１０以上

９０角　a　200以下

１４０角　a　300以下

１９０角　a　200以下

２１０×１００角　a　220以下

必要に応じてFBを併用する

重量比

3

1

必要に応じ

ＪＩＳ　Ｇ　3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）または、ＪＩＳ　Ｇ　3117（鉄筋コンクリート用再生棒鋼）

に適合する異形鉄筋

φ0.8ｍｍ（Ｂ．Ｖ．Ｇ．２１）以上のなまし鉄線

配合

備　考

３～５ｍｍのふるいを通ったもの

JIS　R　5210に規定する普通ポルトランドセメント又は白セメント

材料名

砂

セメント

混和剤

結束線

白華防止混和剤はメーカーの仕様に従って添加量を決める

鉄筋

2.施工の前に

2-1　適用範囲

2-1　施工材料

3

チ



 
２－３ 設計上の注意事項 
 

● 縦筋は重ね継ぎをしてはならない。 
● 基礎の丈は 350mm 以上とし、根入れの深さは 300 以上とする。 

 
 
 

３．施工手順  
 
１．下地の確認 

空胴レンガの施工をする前に、まず鉄筋が正しく配筋されているか確認する。縦筋はレンガの大き

さと鉄筋ピッチ（P３参照）に従って配筋されているか確認する。縦筋は重ね継ぎをしない。 

 

２．墨出し 

正確にレベル出しをして隙間ができないよう目地モルタルを塗布する。後の仕上がりに影響するの

で正確に行うこと。 

 

３．空胴レンガの敷き並べ 

空胴レンガの溝部に目地モルタルを充填しながら、敷き並べる。充分充填されていない場合は、モ

ルタルを補充する。これを繰り返し、並べていく。 

 

４．横筋配置 

空胴レンガの大きさと鉄筋のピッチ（P３参照）に従って、横筋を配置する。その際、縦筋との交

差部は結束線で緊結する。 

 

５．養生 

レンガが積み終わったら、モルタルが硬化するまで天気状況に十分注意し、雨の場合には保護シー

トをかけるなどして絶対に水掛かりのないようにする。 
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ヨコ筋

タテ筋

ヨコ筋

タテ筋

3
0
0
以
上

90角空胴レンガの場合

タテ筋 ヨコ筋タテ筋 ヨコ筋

ヨコ筋

タテ筋

ヨコ筋

タテ筋

210×100mm空胴レンガの場合

４．納まり図 
 
４－１ 最下部の納まり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４－２ 端部の納まり 
 
 ■端部を空胴レンガで納める場合 
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重ね継手450mm以上

持ち出し長さ500以上

タテ筋 ヨコ筋ケミカルアンカー

重ね継手450mm以上

持ち出し長さ500以上

鉄骨控え壁

タテ筋 ヨコ筋

溶接にて接合

溶接

■ 端部を鉄筋コンクリート造で納める場合 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 控え壁からの持ち出し長さは 500 以上取り、重ね継ぎ手の長さは 450 以上とし、結束線で

結束する。 
 
■ 端部を鉄骨で納める場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 横筋は、空胴レンガの施工前に、鉄骨控え壁に溶接する。 
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４－３ 最上部の納まり 
 
■最上部を空胴レンガで納める場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 最上部を鉄筋コンクリート造で納める場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■最上部を鉄骨で納める場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縦筋の最上部は、空洞レンガの施工前に、鉄骨に溶接する。 

モルタル

ヨコ筋

タテ筋

ケミカルアンカー

タテ筋

ヨコ筋

モルタル

モルタル

ヨコ筋

タテ筋

溶接
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４－４ 出隅の納まり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 横筋は重ね継手を 450mm 以上取り、縦筋と結束線で緊結する。 
 
 

（注）但し、構造計算等により、構造耐力上安全であると認められる場合は 
   本書のかぎりではありません。 

モルタル ヨコ筋タテ筋

重ね継手450以上
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空胴レンガ参考施工図

積みモ ルタ ル　 セ メ ン ト １ ： 砂３ の 割合で 配合する

地盤の 長期許容耐力は 長期５ t /㎡以上の 場合と する

空洞レ ン ガ ２ ツ 穴　 　 210×100×120

目地巾　 タ テ ヨ コ 10mm 標準

セ メ ン ト 　 普通セ メ ン ト 又は 白セ メ ン ト

or  ブ リ ッ ク モ ルタ ル
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控壁　3,400以内
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控壁部分平面詳細 S=1: 10 コ ーナ ー部平面詳細 S=1: 10控壁断面詳細 S=1: 10

断面図 S=1: 20 立面図 S=1: 20 コ ーナ ー部正面図　 S=1: 20断面図 S=1: 20

＜２ツ穴＞ 210×100

ヨコ筋D10＠330

控壁ヨコ筋D10＠330 ヨコ筋D10＠330

ヨコ筋D10＠330

D13 D13

D10 D10 D13

D10＠200

D10

D10＠200

D10＠200

D10＠200

D13

ヨコ筋D10＠330

ヨコ筋D10＠330 ヨコ筋D10＠330

D10＠220 D10＠220

タテ筋D10＠220

タテ筋D10＠220

控壁タテ筋D10

タテ筋D10＠220

タテ筋D10＠220

タテ筋D10 タテ筋D10
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§1 一般事項 

 
 
 1－1 準拠した指針・基準等 

 
 ・建築基準法・同施行令 
 ・2015 年版 建築物の構造関係技術基準解説書  ：日本建築センター 
 ・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（2010 年版） ：日本建築学会 
 ・建築基礎構造設計指針（2001 年版）   ：日本建築学会 
 ・コンクリートブロック塀設計規準・同解説（2006 年版） ：日本建築学会 
 
 
 1－2 設計方針 

 

 ・地震時の荷重の検討において、水平震度は上部構造で k=0.5、基礎検討用で k=0.3 とする。 
 ・暴風時の荷重の検討において、地表面粗度区分Ⅲ、基準風速 V0=34m/s とする。 
 ・地盤の許容支持力は、長期で 50kN/m2、短期で 100kN/m2とする。 
 
 
 
 1－3 材料の許容応力度・材料強度 

 

a.コンクリートの許容応力度（N/mm2） 

採 

 

 

 

用 

応力種別 

 

 

 

材 料 

長       期 短       期 

圧  縮 引張り せん断 圧  縮 引張り せん断 

― Fc － 

Fc/30 かつ 

（0.49+Fc/100）

以下

長期に対す

る値の 2倍 
－ 

長期に対す

る値の 1.5倍

● Fc＝21 7 － 0.70 14 － 1.05 

注）軽量（１・２種）コンクリートのせん断の値は、普通のコンクリートの 0.9 倍とする． 

 

b.コンクリートブロックの許容応力度（N/mm2） 

採 

 

 

 

用 

応力種別 

 

 

 

材 料 

長       期 短       期 

圧  縮 引張り せん断 圧  縮 引張り せん断 

― Fc － － 
長期に対す

る値の 2倍 
－ － 

● 
HB-** 2 ツ穴 

210×100×120 

16.3 － － 32.6 － － 

 

 

1 
3 

1 
3 
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c.鉄筋の許容応力度（N/mm2） 

採 

 

用 

応力種別 

 

材 料 

長       期 短       期 

圧 縮 引張り せん断 せん断補強 圧 縮 引張り せん断 せん断補強

● 
鉄

筋 
SD295A 195 195 － 195 295 295 － 295 

 

d.コンクリートの材料強度（N/mm2） 

採 

用 

応力種別 

材 料 
圧    縮 引  張  り せ  ん  断 付    着 

● Fc＝21 21 － 2.1 2.1 

 

e.コンクリートブロックの材料強度（N/mm2） 

採 

用 

応力種別 

材 料 
圧    縮 引  張  り せ  ん  断 付    着 

● HB-** 2 ツ穴 48.9 － － － 

 

f.鉄筋の材料強度（N/mm2） 

採 

用 

応力種別 

材 料 
圧    縮 引  張  り せ  ん  断 せ ん 断 補 強 

● 
鉄 

筋 
SD295A 295 295 － 295 

 

g.異形鉄筋のコンクリートに対する許容付着応力度（N/mm2） 

採

用 

材料 異  形  鉄  筋   

種別 

コンクリート 

長 期 短 期 長 期 短 期
長期 短期

上端筋 その他 上端筋 その他 上端筋 その他 上端筋 その他

● Fc＝21 1.40 2.10 2.10 3.15       

注）上端筋とは、曲げ材にあってその鉄筋の下に30cm以上のコンクリートが打ち込まれる場合の水平鉄筋をいう． 

 

h.地盤の許容地耐力度（kN/㎡） 

場     所 地  盤  の  種  類 長   期 短   期 

基礎下端 砂 質 土 50 100 

 

応力

P.2



①中間 ②天端 ③端 ④カド

406040 3040

①中間

406040 3020

②端

2035 35

HB-BEK,BGK,BRK,OXK
　210×120×30

HB-BED,BGD,BRD,OXD
　210×100×120

10

6030 30

P.3



①中間 ②天端 ③端 ④カド

①中間 ②天端・端 ③カド

HB-** １ツ穴(丸)
寸法形状　90×90×100

HB-** １ツ穴
寸法形状　90×90×100

HB-** １ツ穴(丸)
寸法形状　140×140×100,120

HB-** １ツ穴HB-** １ツ穴
寸法形状　190×190×100,120,150寸法形状　140×140×100,120

HB-4** ４ツ穴
寸法形状　190×190×100,120,150

HB-** １ツ穴（丸）
寸法形状　190×190×100,120,150

80 3030
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